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ユースによって設立
された気候変動NGO

―Climate Youth Japan
はどのような活動をしている
団体なのですか。
高橋　Climate Youth Japan

（CYJ）は、世界全体の気温の
上昇が2℃以内にとどまるべき
であるとの科学的見解を初め
て盛り込んだ「コペンハーゲン
合意」を採択した翌年（2010
年）、気候変動問題に高い関心
を持って活動しているユース

によって設立されたネットワ
ーク型NGO（任意団体）です。

ユースが気候変動問題を解
決へ導くことで、衡平で持続
可能な社会を実現することを
めざし、学生と社会人を含め
て現在約30人が活動をしてい
ます。COPへの人材派遣をは
じめとする気候リーダーの育
成、関係省庁への声明文や政
策提言などの意見発信、また
国内外の環境団体とのネット
ワーク構築や他国ユースとの
連携などを行っています。

サスティナリンピック
事業の創設

―昨年は2020年に向けて
オリンピック事業を立ち上げ
られたそうですね。
高橋　はい。学生団体や組織
委員会、NGOなどさまざまな
オリンピックのステークホル
ダーたちと協働し、若者が描
く未来の社会を発信する機会
を創出したいと考えています。
分野を超えたネットワークを
ユースから生み出し、未来へ
向けたビジョンを示していく
ことを目的に、2017年2月「サ
スティナリンピック事業」を立
ち上げました。

例えば新しく学習指導要領
に組み込まれた「環境とスポ
ーツ」分野の普及につながる
コンテンツの開発、若者への
出資を再エネから実現するプ
ロジェクトなど、オリンピッ
クという機会を通して生み出
される若者の取り組みを支援
し、広く発信する機会を提供
していきたいと思っています。
―社会的にインパクトの大

スペシャルインタビュー

パリ協定を境に、気候変動交渉の舞台に一つの大きな変化が起きている。サイドイベントとして開催さ
れる、地球温暖化対策の具体的な取り組みや行動に焦点が当てられるようになったことだ。そうした主体
（アクター）の中で、企業や自治体、市民社会と同時に存在感を高めているのが、学生を中心とした若い世
代・ユースの活動である。若者たちが捉えている気候変動問題の本質とは何か。Climate Youth Japanで
COP23派遣事業統括を務めた高橋美佐紀さんを訪ねた。

COP23でのユースのアクション

気候変動問題解決にユースの活力を
衡平で持続可能な社会をめざして
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